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前略、市史編さん室より
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問市史編さん室市史編さん係 ☎080-8210-1656

　ご自宅にある古い物が大切な資料かもしれません。
次の情報などがありましたら、ご一報ください。
・古い文書・絵・地図・日記・手紙など　
・明治から昭和の風景や行事などの
　写真・映像
・市内の団体などが刊行した記念誌
　など

指宿市の古い資料や写真などの情報を集めています

２次元コードからも連絡できます

問市史編さん室市史編さん係 ☎080-8210-1656

　湊地区にある馬渡写真館。初代から２代目、３代目へと引き
継がれ今年で創業102年を迎えます。近代の指宿を知る上で
重要となる大正から昭和にかけての指宿の写真を多く所有す
ることから、近代編執筆者の平

ひら
井
い

一
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臣
おみ

氏（鹿児島大学名誉教
授）らが取材を行い、創業者の馬

まわたり
渡助

すけ
次
じ

郎
ろう

氏にまつわる思い
出や写真について、孫の馬

まわたり
渡成

せい
太
た

郎
ろう

さんと３代目の西
にし

信
しん

治
じ

さ
んに伺いました。

Ｑ．写真館が開業した当時の様子を教えてください。
Ａ．大正12年（1923）に開業した馬渡写真館は、指宿で最初
の写真館でした。初代の助次郎が開業場所に選んだ湊地区
は当時の指宿で最も栄えていた繁華街。道路も整備され人通
りの多い場所でした。今のセントラルパーク指宿には当時、専
売公社（たばこ・塩などの専売を行っていた特殊法人）があり、
乾燥葉たばこの納入時期には周辺に出店が並び大いににぎわ
っていたそうです。
　初代は写真館を訪れた人をスタジオで撮影した他、結婚式
などに呼ばれ、近場は日帰りで、遠方はその家に一泊し食事を
ごちそうになり翌日帰るという出張撮影を行っていました。当
時は自動車も普及していない時代です。遠くは瀬々串あたりま
で、自転車で機材を運び撮影していたそうです。
Ｑ．風景写真が多く残されている理由を教えて下さい。
Ａ．一瞬を永遠に残すことができる写真は当時の最先端技術
でした。撮影できる人も少なく、その責務からか、仕事以外に
も指宿の風景や行事を写し取る努力をしていました。初代が
「写真は歴史の生き証人であり、大切な記録である」と言って
いたのを思い出します。昭和11年（1936）には本業の傍ら『薩
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めい

勝
しょう

寫
しゃ

眞
しん

帖
ちょう

』を発行
しました。開聞岳や長崎鼻、
泉都指宿などの史跡名勝を
広く紹介する目的で制作さ
れました。巻末には解説も加
えられ、当時の郷土史といえ
る貴重な写真集です。

Ｑ．戦時下や戦後の様子を教えてください。
Ａ．写真館には大正から昭和にかけて多くの写真が保存され
ていますが、戦争が激しい時期は空白の期間となっています。
フィルムや印画紙などの写真の機材が入手できなかったほか、
空襲を避けるため池田湖近くに疎開していたからです。のちに
初代は「写真が撮れないことが、戦時下での最大の苦痛だっ
た」と語っていました。

　終戦直後に進駐軍と撮影した写真が残されています。アメリ
カ兵に笑顔を見せる初代は、周囲から冷たい視線を向けられ
たこともあったそうです。「戦争は終わった。敵味方の区別は
ない」という信念を貫き、国籍を超えた交流を深めました。
　写真を入れる袋に、初代がいつも記していた言葉があります。
「再び帰らぬ今日の姿、一枚の写真も千金の値。写しておきま
しょう。写真は永遠の鏡」この言葉に初代の思いが込められて
います。
　初代の思いと貴重な写真遺産、このバトンを次の世代へ渡
さなければいけないと改めて感じています。

　今後指宿市史を編さんするにあたり、団体や個人への聞き取
り調査を行っていきます。皆さまの心に残る思い出話をお聞か
せください。ご協力よろしくお願いいたします。
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巻末の解説は郷土史家の沢田延音
氏が担当。写真館の他、指宿図書館
の郷土資料室に保管されている。

助次郎氏の孫である馬
渡成太郎氏、３代目の西
信治氏にお話を伺った。

戦後指宿へ進駐したアメ
リカ軍。フィルム現像を
きっかけに交流がはじま
った。左から２番目が助
次郎氏。建設中の馬渡写真館。

高さ６.７ｍを誇る近代
的な建物で人々から注
目を集めた。

142025.11　　広報いぶすき15 Ibusuki City Public Relations, 2025.11  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【広 告 の ペ ー ジ】 

 

インターネット版ではご覧いただけません。 

ご了承ください。 
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